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安
心
で
き
る

予
算
編
成
を

Q

経
常
収
支
比
率
が
８０
％
台

に
な
り
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
が
、今
後
の
予
算
編
成
は
。

A

行
財
政
改
革
を
進
め
、
一

時
的
に
は
基
金
を
運
用
し
た
い
。

乳
・
幼
児
医
療
費

助
成
の
充
実
を

Q

0
歳
児
の
医
療
費
へ
、
町

独
自
の
助
成
を
す
べ
き
。

A

基
本
的
に
は
県
制
度
に
準

ず
る
。
少
子
化
対
策
と
し
て
他

の
福
祉
施
策
も
含
め
て
今
後
の

方
策
を
考
え
た
い
。

公
共
投
資
の

効
果
に
疑
問

Q

上
野
5
号
線
完
成
ま
で
の

経
費
と
完
成
予
定
は
。
ま
た
、

第
二
名
神
建
設
が
遅
れ
て
い
る

中
、
効
果
が
期
待
で
き
な
い
。

A

全
経
費
は
約
6
億
７
０
０

万
円
。
完
成
見
込
み
は
16
年
度

末
。
第
二
名
神
関
連
の
石
道
上

野
線
は
、
川
西
市
と
と
も
に
県

に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

Q

木
間
生
旭
ヶ
丘
線
の
計
画

は
凍
結
す
べ
き
。

A

経
費
削
減
で
7
〜
8
億
円

で
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

Q

消
防
北
出
張
所
周
辺
の
整

備
計
画
の
進
捗
は
。現
状
で
は
、

島
能
勢
線
の
道
路
整
備
の
た
め

の
無
駄
な
投
資
。

A

一
刻
も
早
く
出
動
で
き
る

態
勢
を
検
討
し
た
い
。

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク

の
送
迎
は
教
育

委
員
会
の
責
任

Q

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
の

送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
責
任
が

重
い
と
の
声
が
あ
る
。改
善
を
。

A

課
題
で
あ
り
、
今
後
ト
ラ

イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
推
進
協
議
会

と
十
分
協
議
し
、改
善
し
た
い
。

職
員
の

健
康
管
理
徹
底
を

Q

生
涯
学
習
の
仕
事
は
時
間

外
勤
務
が
多
い
。
職
員
の
健
康

管
理
の
徹
底
を
。

A

健
康
状
態
に
十
分
配
慮

し
、
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
等

で
協
議
の
上
、
対
策
を
考
え
た

い
。
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決
算
特
別
委
員
会

1155
年
度
各
会
計
（
水
道
事
業
会
計
除
く
）
決
算
は
、

特
別
委
員
会
で
3
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
し
、

認
定
し
た
。

委
員
会
で
の
お
も
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

財
政
的
に
厳
し
い
中
、
上

野
5
号
線
道
路
建
設
は
無
駄

な
投
資
で
あ
る
一
方
、
町
独

自
の
乳
・
幼
児
医
療
費
助
成

は
行
お
う
と
し
て
い
な
い
。

三
位
一
体
の
改
革
、
地
方

交
付
税
の
削
減
等
、
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
、
行
政
改
革

が
予
算
執
行
へ
反
映
さ
れ
て

い
る
。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

奨

学

金

●15年度　決算状況 ●

会　　計 歳　　入 歳　　出 差 引 額

一 般 会 計

国民健康保険

介 護 保 険

老 人 保 健

農 業 共 済

農林商工業振興資金

下水道事業

奨 学 金

合 計

94億301万3,960円

15億7,998万138円

10億2,810万2,424円

19億1,669万2,622円

4,248万1,801円

5,722万8,662円

14億997万1,930円

1,077万3,233円

154億4,824万4,770円

91億2,099万2,942円

15億6,473万4,714円

10億459万9,591円

19億126万768円

2,556万162円

1,000万円

12億9,908万174円

951万円

149億3,573万8,351円

2億8,202万1,018円

1,524万5,424円

2,350万2,833円

1,543万1,854円

1,692万1,639円

4,722万8,662円

1億1,089万1,756円

126万3,233円

5億1,250万6,419円

特
　
別
　
会
　
計

一

般

会

計�

Q

高
額
医
療
が
伸
び
て
い
る

が
、ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

A

循
環
器
、
血
管
系
の
病
気

に
高
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
お

り
、
件
数
も
増
加
傾
向
。

基
金
の
運
用
に
よ
り

一
定
負
担
の
軽
減
を

す
る
よ
う
今
後
検
討
す
べ
き
。

医
療
給
付
費
が
増
加

し
て
い
る
が
、
健
康

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
、
保
険

税
の
据
え
置
き
な
ど
、
努
力
さ

れ
て
い
る
。（賛

成
多
数
で
認
定
）

Q

納
入
率
・
徴
収
率
が
下
が

っ
て
い
る
が
、
保
険
料
を
上
げ

た
影
響
で
は
。

A

対
象
者
数
も
増
加
し
、
従

前
か
ら
の
滞
納
者
が
滞
納
し
て

い
る
。

保
険
料
を
据
え
置
く

努
力
が
な
く
、
引
き

上
げ
を
行
っ
た
。

介
護
保
険
の
各
サ
ー

ビ
ス
が
健
康
づ
く
り

と
と
も
に
適
正
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

Q

制
度
の
変
更
後
１
年
を
経

過
し
た
段
階
で
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

A

予
定
よ
り
も
貸
付
額
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
5
年
な
い
し

6
年
で
基
金
が
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
認
定
）

（
こ
の
ほ
か
、
老
人
保
健
・
農

業
共
済
・
農
林
商
工
業
振
興
資

金
・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

全
会
一
致
で
認
定
）

一 般 会 計�
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人
権
擁
護
委
員

候
補
者
に

山
本
晴
代
氏

12
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、

山
本
晴
代
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
同
意
。

公
平
委
員
に

本
山
友
宏
氏

12
月
23
日
で
任
期
満
了
と
な

る
公
平
委
員
会
委
員
に
、
本
山

友
宏
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
。任

期
は
20
年
12
月
23
日
ま
で
。

教
育
委
員
に

奥
村
眞
事
氏

12
月
22
日
で
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員
に
、
奥
村

眞
事
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
。任

期
は
20
年
12
月
22
日
ま
で
。

第
　
回
324

１２
月
定
例
会

第
3
2
4
回
定
例
会
を
12
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で

開
会
し
、
15
年
度
の
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
特
別
会

計
7
会
計
の
決
算
を
認
定
し
た
。
ま
た
、
専
決
処
分

1
件
、
人
事
案
件
3
件
、
条
例
制
定
・
改
正
（
常
任

委
員
会
付
託
）
3
件
、
16
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
補
正
予
算
4
件
、
そ
の
他
3
件
が
上
程
さ
れ
、
条

例
制
定
１
件
（
継
続
審
査
）
を
除
く
13
件
を
慎
重
に

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
し
た
。

会　　　　計� 補　 正　 額� 補正後の総額�

一般会計�

特別会計�
国民健康保険�
農業共済事業�
下水道事業�

1,946万8千円　増額�

8,994万8千円　増額�
247万5千円　増額�
921万1千円　増額�

98億6,709万5千円�

16億5,760万2千円�
4,645万3千円�

9億6,839万2千円�

司
書
教
諭
賃
金

265
万
9
千
円
減
額

つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
に
県
費

で
の
配
置
が
な
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
。

Q

専
任
司
書
が
配
置
さ
れ
な

く
な
っ
て
の
影
響
は
。

A

部
分
的
に
違
い
が
あ
っ
て

も
、
司
書
の
資
格
を
持
っ
た
先

生
が
配
置
さ
れ
る
た
め
、
先
生

同
士
の
対
応
に
よ
り
効
果
が
あ

る
。

道
路
新
設
改
良
工
事
費

お
よ
び
庁
舎
周
辺
整
備

事
業
費

約
1
億
３，
6
0
0
万
円
減
額

上
野
5
号
線
の
事
業
整
理
と

と
も
に
庁
舎
前
の
機
能
回
復
の

影
響
が
最
小
限
に
納
ま
り
、
減

額
と
な
っ
た
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
費

30
万
円
増
額

教
育
研
究
所
に
お
け
る
適
応

教
室
指
導
員
の
研
修
、
学
校
と

家
庭
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化

を
図
る
事
業
。

Q

県
全
域
に
設
置
さ
れ
る
も

の
な
の
か
。
ま
た
、
そ
の
内
容

は
。

A

県
下
全
域
を
対
象
と
し
て

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
と
い
っ
た
、
き

め
細
か
な
支
援
を
す
る
も
の
。

温
水
プ
ー
ル
等
の
委
託
料

1，
0
8
3
万
6
千
円
減
額

施
設
開
設
後
3
年
を
経
過
し
、

管
理
契
約
の
入
札
を
行
っ
た
結

果
に
よ
る
も
の
。

Q

業
者
が
変
わ
る
こ
と
で
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
。

A

仕
様
内
容
等
に
変
更
は
な

く
教
室
等
も
継
続
し
て
お
り
、

今
年
度
の
利
用
者
も
伸
び
、
順

調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（詳細は６～７ページ）�

議案名� 審議結果� 付託委員会�

・職員公務災害等�
　　見舞金支給条例の制定�

・都市公園条例の一部改正�

・国民健康保険税条例の�
　　　　　　　　一部改正�

継続審査�

可決�
（全会一致）�

可決�
（全会一致）�

総務企画�

建設環境�

文教厚生�

3月6日 10時～

日曜議会を
開　催

一般質問を行います。
ぜひ、傍聴に
お越しください。

あ
な
た
も

議
会
・
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

議
会
で
は
、
み
な
さ
ま
の
身
近
な
こ
と
を
論

議
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

傍
聴
の
手
続
き
は
簡
単
で
、
当
日
、
事
務
局

で
受
付
簿
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴

で
き
ま
す
。（

本
会
議
20
名
、
委
員
会
10
名
ま
で
）

今
後
の
議
会
日
程
（
予
定
）

＊
3
月
定
例
会

2
月
25
日
〜
3
月
28
日

議
事
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
議
会
事
務
局
へ

（
1
7
6
6
―
8
7
1
0
）

台風23号による 災害復旧費を計上災害復旧費を計上�台風23号による 災害復旧費を計上災害復旧費を計上�台風23号による 災害復旧費を計上�
補正額1億2,662万5千円�

農地・農業施設農地・農業施設2929ヵ所　道路・河川ヵ所　道路・河川4040ヵ所の復旧工事ヵ所の復旧工事�農地・農業施設29ヵ所　道路・河川40ヵ所の復旧工事�



10
月
22
日
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
委
員
会
を
開
会
。
か
ね
て

よ
り
の
重
要
案
件
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

楊
津
小
学
校
と
大
島
小
学
校

を
個
別
に
施
設
整
備

統
合
に
つ
い
て
は
将
来
の
児

童
数
を
勘
案
し
、
全
町
的
な
学

校
の
あ
り
方
を
考
え
検
討
す
る
。

当
面
は
、
両
校
の
危
険
校
舎

を
改
築
す
る
。
17
年
度
実
施
設

計
、
18
年
度
仮
設
校
舎
建
設
、

19
年
度
校
舎
建
設
完
成
、
20
年

4
月
開
校
の
予
定
。

（
仮
称
）
福
祉
の
道

整
備
事

業
の
進
捗
状
況

現
在
、
地
元
説
明
会
が
終
わ

り
、
用
地
境
界
の
仮
立
会
い
を

行
っ
た
。
今
後
は
道
路
法
線
を

決
定
し
、
実
施
設
計
に
入
り
、

17
年
度
に
工
事
着
手
。
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文教厚生�

楊津・大島小の�
改築決定�
楊津・大島小の�
改築決定�

総
務
企
画�

職
員
公
務
災
害
等
見
舞
金

職
員
公
務
災
害
等
見
舞
金�

支
給
条
例
を
継
続
審
査
に

支
給
条
例
を
継
続
審
査
に�

職
員
公
務
災
害
等
見
舞
金�

支
給
条
例
を
継
続
審
査
に�

個
別
に
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た

大
島
小
学
校
（
上
）
と
楊
津
小
学
校
（
下
）

12
月
14
日
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
付
託
議
案
を
審
査
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
と

申
告
期
限
を
変
更
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
に
対
し
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
。

Q

12
年
度
に
納
期
を
10
期
に

増
や
し
、今
回
９
期
に
減
ら
す
。

住
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

A

前
回
の
改
正
は
介
護
保
険

の
導
入
等
で
、
1
回
の
納
付
額

を
軽
減
し
納
入
し
や
す
い
よ
う

8
期
か
ら
10
期
に
増
や
し
た
。

今
回
1
期
減
る
が
保
険
税
の
更

正
件
数
を
な
く
し
、
不
信
を
招

か
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
納
付

書
郵
送
時
に
文
書
を
同
封
す
る

等
周
知
を
図
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

国保税の納期
10期→9 期に

12
月
13
日
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
委
員
会
を
開
会
。
付
託
議

案
を
審
査
。

職
員
公
務
災
害
等
見
舞
金
支

給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

職
員
等
が
公
務
災
害
等
に
よ

り
死
亡
又
は
障
害
を
負
う
に
至

っ
た
場
合
、
そ
の
遺
族
ま
た
は

職
員
等
に
対
し
て
公
務
災
害
等

見
舞
金
を
支
給
す
る
た
め
制
定

す
る
も
の
。

委
員
会
に
お
い
て
議
案
の
説

明
を
受
け
、
設
置
す
る
理
由
や

他
団
体
の
制
定
状
況
、
支
給
額

の
根
拠
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い

て
さ
ら
に
慎
重
に
審
査
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
会
一
致

で
継
続
審
査
と
し
た
。

11
月
19
日
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
委
員
会
を
開
会
。
台
風
23

号
に
よ
る
農
地
・
農
業
施
設
・

河
川
の
被
災
箇
所
を
視
察
。

〈
視
察
先
〉

役
場→

柏
原
農
村
公
園→

柏

原
農
道→

清
水
河
川→

原
農
地

→

差
組
河
川→

広
根
道
路→

銀

山
河
川→

広
根
河
川→

役
場
上

た
め
池

12
月
15
日
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
委
員
会
を
開
会
。
付
託
議

案
を
審
査
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

都
市
公
園
法
（
昭
和
31
年
）

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
条

項
等
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、

改
正
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

14
年
の
水
道
法
改
正
以
前
か
ら
、
積
極
的
に
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
を
推
進
。
4
年
お
き
に
値
上
げ
し
て
き
た
水
道
料
金
を
10
年

間
固
定
化
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
職
員
数
も
15
人
か
ら
6
人
に
削
減

す
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ど
、
数
々
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
研
修
を
受
け
た
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
、
い
つ
で
も
暖
か
く
包
ん
で
く
れ
る
界
隈
づ
く
り
を
進
め
、

生
活
者
と
来
街
者
、
観
光
客
が
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
交
流
す
る
こ

と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
城
下
町
回
廊
、
つ
ま
り
中
心
市
街
地
内
の
通

り
に
連
続
性
を
持
た
せ
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
た
。
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建
設
環
境�

台
風
台
風
2323
号
に
よ
り

号
に
よ
り�

農
地
・
河
川
に
甚
大
な
被
害

農
地
・
河
川
に
甚
大
な
被
害�

台
風
23
号
に
よ
り�

農
地
・
河
川
に
甚
大
な
被
害�

崩
壊
し
た
道
路（
広
根
）（
上
）

と
農
地（
原
）（
下
）

公
園
の
条
例
を

一
部
改
正

水
道
事
業
の
斬
新
な
委
託

11
月
11
日
　
福
島
県
三
春
町
企
業
局

商
店
街
の
活
性
化
と

ア
イ
デ
ィ
ア
観
光
の
振
興

11
月
12
日
　
福
島
県
会
津
若
松
市
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ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
で
記
念
植
樹

ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
で
有
名
な
植
物
園
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
一
角
に

町
木
「
松
」
を
記
念
植
樹
。

バララット市 猪名川町

バララット市と本町の交流の歩み
バララット市と本町の交流は、1988年（昭和

63年）8月1日に姉妹都市提携を締結して以来、
文化・教育等様々な分野で交流を進めており、
中学生の派遣や高校生の留学、町国際交流協会
による訪問などの人的交流や、道の駅いながわ
でのバララット産ワイン販売などの経済交流に
も積極的に取り組んでいる。平成15年11月には、
姉妹都市提携15周年を迎え、バララット市長ら
21人の訪問団が来町。これまでの交流を再確認
するとともに、今後の新たな姉妹都市交流の発
展を誓い合った。

バララット市庁舎

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市

新
庁
舎

市
内
中
心
部
の
市
庁
舎
の
隣
に
あ

り
、
福
祉
・
企
画
・
土
木
な
ど
の
部

署
が
機
能
的
に
入
っ
て
い
る
。
1
階

中
心
部
の
ロ
ビ
ー
壁
面
に
は
、
本
町

の
小
学
生
が
姉
妹
都
市
提
携
15
周
年

を
記
念
し
て
制
作
し
た
コ
ア
ラ
モ
ザ

イ
ク
の
タ
イ
ル
絵
画
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
。

マ
ウ
ン
ト
ク
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

猪
名
川
高
校
と
姉
妹
提
携
校

で
あ
る
同
校
に
は
、
7
人
の
生

徒
が
留
学
し
て
い
た
。
生
徒
ら

は
大
変
元
気
で
あ
り
、
す
っ
か

り
学
校
に
溶
け
込
み
、
現
地
の

友
人
や
担
任
の
先
生
と
の
英
会

話
も
ス
ム
ー
ズ
で
、
語
学
力
の

上
達
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
パ
ー
ク

野
生
動
物
園
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ

フ
パ
ー
ク
に
は
、
コ
ア
ラ
を
は

じ
め
多
数
の
動
物
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
。
カ
ン
ガ
ル
ー
な
ど
は

放
し
飼
い
に
し
て
お
り
、
訪
問

者
は
自
由
に
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る
大
変
開
放
的
な
動
物
園

で
あ
っ
た
。
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10
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で
の
6
日
間
、
中
島
孝

雄
・
道
上
善
崇
・
関
口
功
男
・
福
井
澄
榮
議
員
の

4
名
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
を
訪
問

し
た
。

現
地
滞
在
は
4
日
間
と
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た

が
、
行
政
施
設
を
は
じ
め
教
育
施
設
や
観
光
施
設

な
ど
を
視
察
。
各
視
察
先
で
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
民
と

直
接
触
れ
合
い
、
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
姉
妹
都

市
の
実
情
や
国
際
交
流
の
現
状
な
ど
を
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
で
は
、
市
長
、
市
議
会
議
員
を

は
じ
め
多
く
の
市
民
の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
両

市
町
の
交
流
の
深
さ
に
感
銘
し
、
友
好
関
係
を
再

確
認
し
た
。

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
議
会
議
場
に
て

視察した
おもな施設行

政
施
設

教
育
施
設

観
光
施
設
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10人が町の考えを問う
定例会第2日（12月17日）に10人の議員が町政全
般にわたって質問しました。
質問（Ｑ）と答弁（Ａ）の要旨を掲載しています。

関口功男 議員
・日生中央駅にエレベーターの設置を

山 福市 議員
・子育てしやすい環境づくりを

下坊辰雄 議員
・生み育て安全安心でいつまでも住みつづけたい町
づくりについて

中島孝雄 議員
・防災体制の現状と今後の課題及び取組みについて

新賀　保 議員
・出産一時金の「委任払い制度」の創設を

福井昌司 議員
・台風23号に関連する諸問題について

福本典子 議員
・町内の大型駐車場に温暖化防止と環境美化をかね
て植栽を

・県道能勢猪名川線の今後の改良計画は

池上哲男 議員
・日生中央駅へエレベーターの設置を
・幼稚園入園におけるトラブルの解消は
・次々と事業・施策の中止・変更をしなければなら
ない予算編成をしたことは、重大な責任問題では

尾川悦子 議員
・つつじが丘小学校区の教育環境整備について
・就学前教育と子育て支援について

福井澄榮 議員
・より国際性豊かな子どもたちを育てよう
・猪名川町もローカルマニュフェストの作成を
・有用微生物群ＥＭで猪名川の浄化を



問
　
本
町
の
玄
関
口
で
あ
る
日

生
中
央
駅
の
乗
降
者
数
は
、
川

西
能
勢
口
駅
に
次
い
で
2
番
目

の
多
さ
で
あ
る
。
ま
た
、
18
年

の
「
兵
庫
国
体
」
の
際
に
は
、

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
を
含
め

大
勢
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
理
念
か
ら
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
早
急
に
設
置
す
べ

き
と
思
う
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

住
民
生
活
部
長

機
会
あ
る
ご

と
に
能
勢
電
鉄
に
申
し
入
れ
て

き
た
が
、
駅
構
内
の
既
存
フ
ロ

ア
ー
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

工
事
費
は
1
億
5，
0
0
0
万
円

程
度
ま
で
絞
り
込
む
こ
と
が
で

き
た
。
国
・
県
の
補
助
を
受
け

そ
の
残
り
を
能
勢
電
鉄
と
町
で

負
担
す
れ
ば
実
現
可
能
と
な
っ

た
が
、
能
勢
電
鉄
は
再
建
計
画

推
進
途
上
に
あ
り
、
建
設
投
資

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
町
と
し
て
も
財
政
窮
乏

の
折
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、
多
く
の

町
民
の
積
年
の
願
い
で
も
あ
る

た
め
、
何
と
し
て
で
も
実
現
に

結
び
つ
け
な
け
れ
ば
と
の
思
い

を
強
く
し
、
新
年
度
で
の
具
体

化
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

子
育
て
支
援
需
要
へ
の
対
応

問
　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
施
設
面
、
ま
た
延
長
保

育
や
夜
間
保
育
、
休
日
保
育
、

待
機
児
童
等
の
子
育
て
支
援
需

要
へ
の
対
応
は
。

住
民
生
活
部
長

現
在
、
町
立

・
私
立
の
2
ヵ
所
の
認
可
保
育

所
と
他
に
管
外
保
育
所
の
委
託

も
含
め
て
待
機
者
も
な
く
需
要

に
対
応
で
き
て
い
る
。
休
日
保

育
、
夜
間
保
育
等
は
子
ど
も
の

健
全
な
成
長
を
望
む
上
か
ら
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。さ
ら
に
今
後
、

保
育
所
・
幼
稚
園
の
連
携
や
一

体
的
な
運
営
等
、
総
合
的
な
検

討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
費
用
の
負
担
軽
減
を

問
　
少
子
化
の
背
景
と
し
て
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
費
用
に

強
く
影
響
さ
れ
る
事
も
聞
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。
保
育
料
に
つ
い

て
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
検
討

す
る
時
機
と
思
う
が
、考
え
は
。

住
民
生
活
部
長

保
育
料
は
、

児
童
福
祉
法
の
保
育
所
徴
収
金

基
準
額
に
基
づ
き
、
所
得
階
層

区
分
内
で
各
市
町
の
実
状
に
応

じ
て
決
め
て
い
る
が
、
本
町
は

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
国
の
基
準
よ

り
低
く
設
定
し
て
お
り
、
こ
れ

以
上
の
負
担
軽
減
は
慎
重
な
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
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山P 福市議員

Ｑ
子
育
て
の
環
境
づ
く
り
に
経
費
負
担
軽
減
を

Ａ
保
育
料
の
負
担
軽
減
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要

子育て家庭に一層の支援を

Ｑ 日生中央駅にエレベーターの設置を
Ａ 新年度での具体化を目指す

関口　功男議員

エレベーター設置を早期に



ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

問
　
昨
年
9
月
の
全
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
町
立
病
院

の
建
設
・
救
急
指
定
病
院
の
設

置
を
要
望
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

町
独
自
の
建
設
は
財
政
的
に
も

厳
し
い
の
で
、
市
立
川
西
病
院

へ
の
経
営
参
加
が
で
き
る
よ
う

呼
び
か
け
を
。

住
民
生
活
部
長

市
立
病
院
の

経
営
主
体
は
川
西
市
で
あ
り
、

現
状
下
で
は
経
営
参
加
の
考
え

は
な
い
。

問
　
「
大
島
小
学
校
・
楊
津
小

学
校
を
統
合
」
と
町
長
の
施
政

方
針
で
述
べ
ら
れ
た
が
、
9
月

に
は
統
合
せ
ず
各
小
学
校
で
施

設
整
備
す
る
こ
と
に
変
更
し
た

理
由
は
。

教
育
部
長

統
合
に
は
時
間
が

か
か
る
の
で
、
早
期
に
解
決
す

る
た
め
に
各
小
学
校
の
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
。

問
　
台
風
23
号
に
よ
る
災
害
が

起
き
た
が
、
本
町
の
災
害
対
策

本
部
と
し
て
の
対
応
は
十
分
発

揮
さ
れ
た
の
か
。
今
後
建
設
を

予
定
し
て
い
る
水
道
庁
舎
の
2

階
に
、
防
災
対
策
本
部
の
設
置

を
。

総
務
部
長

災
害
対
策
本
部
は

庁
舎
の
2
階
会
議
室
に
設
置
し

た
。
今
後
、
施
設
整
備
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
防
災
対
策
本
部

と
し
て
整
備
を
考
え
た
い
。

問
　
台
風
２３
号
で
は
第
3
号
配

備
態
勢
が
発
令
さ
れ
全
職
員
が

出
動
し
た
が
、
本
町
の
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
有
効
に
機
能

し
た
か
。

庁
舎
2
階
の
会
議
室
に
本
部

が
設
置
さ
れ
た
が
、
電
話
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
電

源
及
び
端
末
は
完
備
で
き
て
い

た
の
か
。
非
常
電
源
で
の
対
応

は
確
保
さ
れ
て
い
た
か
。

ま
た
、
対
策
本
部
は
全
町
の

状
況
を
把
握
し
適
切
に
指
示
を

発
信
で
き
た
か
。

今
後
の
危
機
管
理
の
あ
り
方

に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長

災
害
が
次
々
と
発

生
し
、
予
想
を
越
え
る
初
め
て

の
体
験
で
あ
り
十
分
に
対
応
で

き
な
か
っ
た
所
が
あ
る
。
今
後

は
職
員
の
配
備
体
制
に
つ
い
て

も
機
能
的
に
配
置
し
、
災
害
情

報
の
提
供
や
自
主
防
災
活
動
の

強
化
を
図
る
。

対
策
本
部
の
電
源
や
端
末
に

つ
い
て
も
整
備
の
必
要
性
が
あ

り
、
停
電
時
の
対
策
も
併
せ
て

検
討
す
る
。

問
　
災
害
弱
者
の
避
難
誘
導
や

避
難
場
所
な
ど
、
問
題
点
は
多

い
。
災
害
体
験
を
生
か
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
。

総
務
部
長

今
回
の
経
験
を
生

か
し
、見
直
す
べ
き
は
見
直
す
。
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中島　孝雄議員

下坊　辰雄議員

Ｑ市立川西病院への経営参加を
Ａ 現状では経営参加の考えはない

Ｑ
台
風
23
号
に
見
る
本
町
の
防
災
体
制
は

Ａ
経
験
を
生
か
し
現
体
制
の
見
直
し
を
図
る

阿
古
谷
小
学
校
区
で
の

防
災
訓
練

兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー



負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象

と
し
、
出
産
後
に
支
給
さ
れ
る

出
産
育
児
一
時
金
（
30
万
円
）

を
町
か
ら
直
接
医
療
機
関
に
支

払
う
制
度
の
こ
と
。
今
は
被
保

険
者
が
出
産
費
用
を
医
療
機
関

に
全
額
支
払
っ
た
後
、
役
場
か

ら
一
時
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

が
、
委
任
払
い
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
退
院
時
に
支
払
う

医
療
費
が
一
時
金
の
30
万
円
を

差
し
引
い
た
金
額
の
み
と
な
る

た
め
、
経
済
的
負
担
が
大
き
く

緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
医

療
機
関
に
お
い
て
も
ス
ム
ー
ズ

な
支
払
い
制
度
で
あ
り
、
双
方

に
と
っ
て
も
大
変
メ
リ
ッ
ト
の

高
い
も
の
と
考
え
る
が
。

住
民
生
活
部
長

導
入
に
向
け

関
係
機
関
と
調
整
し
、
承
認
を

得
た
上
で
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
前
向

き
に
取
り
組
む
。

問
　
最
近
幼
い
生
命
が
犠
牲
に

な
る
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。

子
ど
も
は
”未
来
か
ら
の
使
者
“

で
あ
り
、
尊
い
使
命
を
持
っ
て

生
ま
れ
て
く
る
存
在
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
子

ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
出
産
一
時
金
の
委
任
払
い
制

度
が
あ
る
。
出
産
時
の
経
済
的

策
は
猪
名
川
総
合
治
水
対
策
協

議
会
で
取
り
上
げ
、
今
後
と
も

国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

木
間
生
旭
ヶ
丘
線
の
用
地
買
収

は
終
わ
り
、
次
年
度
よ
り
工
事

に
着
手
し
て
い
く
。
コ
ス
ト
削

減
に
努
め
、
工
事
費
は
約
5
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
山
林
の
保
全
と
復
旧
は
。

環
境
経
済
部
長

町
森
林
組
合

と
連
携
し
、
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
事
業
や
環
境
育
林
事
業

等
を
活
用
す
る
。
特
に
大
き
な

災
害
は
林
地
崩
壊
防
止
事
業
等

の
災
害
復
旧
事
業
を
導
入
し
、

対
処
す
る
。

問
　
崩
土
や
鉄
砲
水
等
、
被
害

箇
所
が
開
発
地
と
周
辺
の
接
点

に
目
立
っ
て
い
る
。
開
発
指
導

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。ま
た
、

道
路
や
農
地
等
の
冠
水
・
浸
水

は
同
じ
箇
所
で
起
き
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
の
改
善

も
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。

住
民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

木
間
生
旭
ヶ
丘
線
は
災
害
時
の

バ
イ
パ
ス
道
路
的
使
命
を
持
つ
。

今
回
の
笹
尾
地
区
の
通
行
止
め

を
見
て
も
必
要
と
考
え
る
。
そ

の
進
捗
度
合
と
事
業
費
は
。

建
設
部
長

関
係
法
令
等
で
適

切
な
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
河
川
改
修
等
の
抜
本
的
対
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福井　昌司議員

Ｑ 台風23号の教訓を今後どう活かすのか
Ａ 総合治水として抜本的に取り組む

新賀　保議員

Ｑ
出
産
一
時
金
の
「
委
任
払
い
制
度
」
創
設
を

Ａ
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
前
向
き
に
取
り
組
む

出産時の負担軽減が望まれる

冠水直前の笹尾地区



ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
被

害
が
年
々
増
加
す
る
中
で
、

微
力
で
も
猪
名
川
町
か
ら
温

暖
化
防
止
の
行
動
を
発
進
し

た
い

問
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
覆
わ
れ

た
、
町
内
の
大
型
駐
車
場
に
高

木
等
の
植
栽
で
自
然
の
エ
ア
コ

ン
の
役
割
り
を
、と
の
考
え
は
。

建
設
部
長

緑
を
多
く
に
は
同

感
。
今
後
考
え
て
い
く
。

9
年
6
月
か
ら
6
回
に
わ
た

っ
て
「
1
日
の
乗
降
客
が
5
千

人
以
上
の
駅
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
」
と
の
県

の
条
例
、
日
生
中
央
駅
よ
り
乗

降
客
が
少
な
い
山
下
や
光
風
台

も
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
質
問
を
続
け
て
き

た
が
、
そ
の
都
度
構
造
上
困
難

と
言
わ
れ
て
き
た
。

問
　
直
近
の
3
月
議
会
で
の
質

問
に
も
早
期
の
設
置
は
困
難
と

言
わ
れ
た
が
、
わ
ず
か
半
年
で

ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
の
か
。

住
民
生
活
部
長

少
し
ホ
ー
ム

が
狭
く
な
る
が
、
施
設
の
中
に

あ
る
宿
直
室
等
の
機
能
を
廃
止

す
る
こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
。

「
町
が
ル
ー
ル
分
を
超
え
た
負

担
も
」
と
い
う
こ
と
も
含
め
た

交
渉
で
、
能
勢
電
鉄
も
「
前
向

き
に
検
討
し
よ
う
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
一
気
に
進
ん
だ
。

幼
稚
園
入
園
に
お
け
る
ト
ラ

ブ
ル
の
抜
本
的
解
決
を

幼
稚
園
入
園
に
際
し
、
常
に

つ
つ
じ
が
丘
の
子
ど
も
や
保
護

者
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
来
年
度
は
、
と
い
っ
た
対

処
だ
け
で
な
く
、
抜
本
的
な
解

決
を
。

教
育
部
長

早
急
に
検
討
し
、

17
年
度
上
半
期
に
は
、
そ
の
内

容
を
明
確
に
し
、実
施
し
た
い
。
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問
　
民
間
の
業
者
に
対
し
て
は

何
㎡
以
上
の
駐
車
場
に
は
緑
地

を
何
％
確
保
と
い
う
町
の
条
例

を
作
る
、
そ
れ
に
対
し
助
成
制

度
を
作
る
な
ど
考
え
て
は
。

建
設
部
長

開
発
に
は
緑
地
の

率
を
多
く
指
導
す
る
。
緑
を
多

く
の
環
境
ア
ド
プ
ト
制
度
に
今

年
度
予
算
を
つ
け
た
。

阿
古
谷
小
学
校
の
通
学
路
に

つ
い
て

問
　
能
勢
猪
名
川
線
の
歩
道
拡

幅
の
今
後
の
改
良
計
画
は
。

建
設
部
長

今
後
は
下
阿
古
谷

地
域
、
次
に
町
道
紫
合
13
号
線

と
の
交
差
部
分
（
通
称
・
功
臣

場
）
ま
で
。
こ
の
計
画
は
阪
神

北
部
地
域
の
社
会
基
盤
整
備
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
計
上
、
早
期
完
成

を
要
望
中
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
覆
わ
れ
た
地

面
は
美
観
的
に
も
良
く
な
い

問
　
大
島
校
区
の
改
良
さ
れ
た

歩
道
、
交
差
点
に
も
植
栽
を
。

建
設
部
長

通
学
生
が
多
く
見

通
し
を
考
え
植
樹
は
で
き
な
い
。

福本　典子議員

Ｑ
町
内
大
型
駐
車
場
に
温
暖
化
防
止
の
植
樹
を

Ａ
緑
を
多
く
に
は
同
感
、
今
後
考
え
て
い
く

アスファルトで覆われた駐車場に緑を

池上　哲男議員

Ｑ 日生駅エレベーター設置をどう解決したか
Ａ 施設内の一部機能廃止で可能になった

やっとエレベーター設置が具体的に検討
されることになった日生中央駅
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つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
の
教

育
環
境
整
備
に
つ
い
て
問
う

問
　
公
立
幼
稚
園
に
関
す
る
抜

本
的
な
改
革
は
早
急
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長

つ
つ
じ
が
丘
の
保

護
者
の
皆
様
に
は
ご
心
労
を
煩

わ
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
園
区
を
は
じ

め
現
状
の
問
題
や
課
題
を
解
消

す
る
抜
本
的
な
対
策
を
早
期
に

立
案
し
、
17
年
度
上
半
期
に
は

内
容
を
明
確
に
し
、
そ
の
方
針

に
向
か
っ
て
着
手
す
る
。

問
　
公
立
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
私
立
通
園
家
庭
へ

の
経
済
的
支
援
は
。

教
育
部
長

私
立
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
金
は
、
町
次
世
代

育
成
支
援
対
策
協
議
会
で
検
討

中
の
内
容
と
も
あ
わ
せ
、
抜
本

的
な
対
策
と
兼
ね
合
い
の
中
で

考
え
て
い
く
。

問
　
小
学
校
の
増
設
は
。

教
育
部
長

今
後
入
居
す
る
児

童
数
の
動
向
や
補
助
金
の
関
係

に
も
よ
る
が
、
18
年
度
に
は
増

築
が
必
要
。
教
室
数
に
つ
い
て

は
将
来
分
を
含
め
て
行
う
。

問
　
中
学
校
建
設
の
予
定
は
。

教
育
部
長

現
在
90
名
が
猪
名

川
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
が
、

現
状
に
お
い
て
は
現
在
の
学
校

で
受
け
入
れ
可
能
と
考
え
る
。

尾川　悦子議員

Ｑ 公立幼稚園の抜本的な改革を早急に
Ａ 17年度上半期には明確にする

改革が求められる公立幼稚園

問
　
志
木
市
で
は
行
政
か
ら
市

民
へ
の
約
束
と
し
て
ロ
ー
カ
ル

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

基
本
計
画
の
施
策
と
、
市
長
就

任
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
施
策

を
、
都
市
基
盤
、
地
域
環
境
、

教
育
・
文
化
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
、
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
6
つ
の
体
系
に
整
理
し
て

目
標
、
期
限
、
費
用
、
工
程
を

一
覧
表
の
形
で
示
し
た
。
市
民

と
市
が
情
報
を
共
有
し
、市
政
の

透
明
性
の
向

上
に
大
き
く

貢
献
す
る
。

市
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、

公
募
市
民
の

意
見
を
も
と

に
作
成
。
本

町
も
作
成
を
。

企
画
部
長

後
期
基
本
計

画
で
状
況
を

見
て
リ
ン
ク

も
考
え
て
い

き
た
い
。

よ
り
国
際
性
豊
か
な
子
ど
も

を
育
て
よ
う

問
　
姉
妹
都
市
の
バ
ラ
ラ
ッ
ト

市
を
視
察
し
て
、
よ
り
国
際
性

豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

に
は
先
生
を
増
や
し
英
会
話
の

時
間
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
た
が
。

教
育
長

国
際
感
覚
お
よ
び
語

学
は
重
要
で
あ
り
、
学
習
指
導

要
領
の
範
囲
内
で
努
力
す
る
。

問
　
有
用
微
生
物
群
Ｅ
Ｍ
菌
で

猪
名
川
の
浄
化
を
。

環
境
経
済
部
長

水
質
は
良
く

な
っ
て
き
た
が
、
今
後
の
課
題

と
し
て
研
究
す
る
。

福井　澄榮議員

Ｑ
本
町
も
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
作
成
を

Ａ
状
況
を
見
て
リ
ン
ク
も
考
え
て
い
き
た
い

ＡＬＴ（外国人指導助手）による英語教育

「
Ｅ
Ｍ
菌
」

有
用
微
生
物
群
の
略
称
。

環
境
を
良
く
し
、
動
植
物

の
細
胞
を
活
性
化
す
る
働

き
を
持
つ
酵
素
や
生
成
物

を
作
り
出
す
微
生
物
の
集

合
体
。
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